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コロナウイルス感染症拡大の影響について会員にアンケートを取りましたので、その結果について報告いたします。
· アンケート調査表　・　アンケート結果　
· 設問2　コロナの影響　
· 設問3　具体的な取り組み
· 設問4　今後の取り組み
　
（東伊豆町商工会が行った会員向けアンケート結果）
・コロナウイルス感染症拡大の影響
「かなり影響がある」85％と「やや影響がある」13％と合計98％の事業者が、なんらか
の影響があると回答がありました。
・売上の減少率について
2月は10％ほどの減少が46％　であったものの
3月からは50％以上の減少が34％
4月には50％以上の減少が73％
5月には50％以上の減少が79％　と短期のうちに約80％の事業所で売上が半減していま
す。

・事業所の対応としては、休業・営業時間の短縮が48％と半数近くあり、町内経済活動は
縮小してしまいました。

・今後は融資の申し込みをし、手持ちの資金を確保して経営安定に取り組む様子が伺えます。


総括と今後の予想
第2波・第3波に備えた資金繰り計画、または
万が一、町内から感染者が出た場合に備えた事業計画が必要になってくるので
商工会は会員の支援に尽力してまいります。
8月の観光客の入込予想は、7月の4連休の実績から推し量ることができるのではないでしょうか。
夏休みが短いこと（お盆前後の2週間程度）は不安要素である一方で、伊豆地区は短期の旅行先に選ばれやすいことや、これまで海外旅行に行っていた人が国内旅行に目を向けるのではないかという点がチャンスともなりえます。

観光客の数の増加や前年並みの数値は見込めませんが、各種キャンペーンが行われ、国民全員に支給された10万円を使って経済活動に貢献したいという潜在意識もあり、単価は上がるのではないかと予想されます。

東伊豆町料理飲食店組合では、来遊客に対しコロナ対策をしていることをアピールするステッカーを掲示し、衛生環境に配慮したり、モチベーションを保つため連携を図るなどしています。

9月以降は台風被害の恐れがありますが、コロナ資金は返済据え置き中であるので資金は手元に残っていると思われます。


商工会ではこれらの結果を踏まえ、今後一層地域経済活性化のために力を尽くす所存でおりますので、ご指導をお願い申し上げます。
